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はじめに

 本資料について

本資料は、厚生労働省「令和３年度職業能力診断ツール活用促進等事業」にて、キャリアコンサルタント等の支援者（以下、

「支援者」という。）が、ホワイトカラー職種のミドルシニア層の求職者や相談者等（以下、「相談者」という。）に対し相談支援を行

う際の一助となるツール「ポータブルスキル見える化ツール」（以下、「本ツール」という。）の活用を促進するために、当該事業を受

託した株式会社野村総合研究所が作成したものです。

 本資料の利用者と目的

本資料は、支援者が、相談者等に対して本ツールを活用したキャリアコンサルティング面談を行う際に、本ツールの開発背景・目的、

機能・使い方、活用方法・工夫点等を理解した上で、本ツールを活用するための資料として作成されています。

 本ツールと「job tag（職業情報提供サイト（日本版O-NET））」について

本ツールは、「job tag（職業情報提供サイト（日本版O-NET））（https://shigoto.mhlw.go.jp/）」（以下、「job 

tag」という。）上に搭載されています。 job tagとは、「ジョブ」（職業、仕事）、「タスク」（仕事の内容を細かく分解したもの、作

業）、「スキル」（仕事をするのに必要な技術・技能）等の観点から職業情報を「見える化」し、求職者等の就職活動や企業の採用

活動等を支援する厚生労働省のWebサイトです。本ツールの診断結果に紐づく職業情報、求められる職務などをjob tagの機能・

ツールで確認できます。

ポータブルスキル見える化ツール
job tag

（職業情報提供サイト（日本版O-NET））

ジョブ タスク スキル

本資料の活用

連携

相談者 支援者支援
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１．ポータブルスキル見える化ツールの概要
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 本ツールでは、ポータブルスキルのうち 専門技術/専門知識 を除いた 仕事のし方 と 人との関わり方 に関する要素を、

職種が変わっても通用するスキルとして定義し、構成しています。

1.1 ポータブルスキル見える化ツールとは

4

ポータブルスキル見える化ツールは、

ミドルシニア層 の ホワイトカラー職種 の方が キャリアチェンジ や キャリア形成

を検討する際に使用する ポータブルスキル を測定するツールです。

 ポータブルスキルとは
 業種や職種が変わっても通用する、持ち出し可能な能力のこと。

 専門技術/専門知識 仕事のし方 人との関わり方 で構成されており、会社や業種・職種が変わっても通用する能力と

されています。

 従来の労働市場では、年齢が上になるほど、即戦力として分かりやすい「専門知識・専門技能」が重視されてきましたが、

業種や職種を超えた労働移動 を実現するにはポータブルスキルの概念をマッチングの現場に持ち込むことが必要です。

ポータブルスキルの構成要素

専門技術/専門知識 仕事のし方 人との関わり方

本ツールでの定義

本ツールで定義するポータブルスキル

👉 「2.1 ポータブルスキルの定義」参照

（注）ポータブルスキルは、一般社団法人人材サービス産業協議会（JHR）が開発したものです。



1.2 本ツールの開発背景と目的

ミドルシニア層の異職種への移動は難易度が高

いですが、同職種で移動できる人は半数しかいま

せん。しかし、同職種間の移動も異職種間の移

動も、入職してしまえばパフォーマンスに大きな違

いはないことが分かっています。

人事、経理などのホワイトカラー職種については、

知識・技能よりもコンピテンシーの重要性が高い

ため、国家資格、公的資格、民間資格等により

職業能力を測ることが難しく、その結果として、ホ

ワイトカラー職種の能力を労働市場等において

客観的に証明することも難しい状況にあります。

ホワイトカラー職種の能力測定・

証明が難しい

ミドルシニア層におけるキャリアチェンジ

は必要である一方、難易度が高い

ホワイトカラー職種の

ポータブルスキルを数値化し
能力の見える化をする必要

背景❶ 背景❷

ミドルシニア層の新たな

キャリアチェンジの検討を促す必要
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ミドルシニア層は日々の業務に追われ、自身の

キャリアを考える機会が少ないのが現状です。

ミドルシニア層はキャリアを考える

機会が少ない

背景❸

能力を棚卸しキャリアを

考えることによって主体的な

キャリア形成を促す必要

自己理解、新たなキャリアチェンジ、主体的なキャリア形成の

「きっかけ」や「気づきの材料」として活用していただくことを目的としています



ポータブルスキル見える化ツールでできること

診断結果

1.3 対象者・利用場面と想定する効果

相談者

ポータブルスキルの見える化

求職者の特徴に合った職務・職位の提示

診断の実施

支援者

ポータブルスキルの棚卸

 利用場面

 求職者の職業相談の場

 企業内の労働者のキャリア自律・キャリア充実、自己啓発を

促進するための相談の場
 使い方と効果

 対象者

 ホワイトカラー職種のミドルシニア層の相談者

相談者が支援者と一緒に利用し、自己理解を深めることにより、新しいキャリアへの気づきが得られ、目標設定や

目標達成に必要な能力開発テーマの選定が可能になります。
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ポータブルスキル見える化ツールの活用で得られる相談者に対する効果

自己理解の促進
職業選択における
視野の拡大

キャリアに関する
目標設定

応募書類の作成



1.4 本ツールによる診断の留意点
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知識・経験 資格

人との関わり方 仕事のし方

興味・価値観 性格・態度

ポータブルスキル 本ツールでは、ポータブルスキルのみを対象に診断を

行います。

 相談者の専門能力や興味・価値観などを踏まえた

診断ではないため、想定していなかった職務・職位

が提示される可能性があります。

 診断結果から分かること

 職種を越えても「強み」となる能力

 受検者のポータブルスキルと近い職種

 診断結果から分からないこと

 専門能力を活かせる職種

 興味・価値観が一致する職種
👉 job tag（職業情報提供サイト（日本版O-NET））には興味・価

値観に基づく適職検査があります

相談者
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●必要な知識
　●輸入と価格見積・採算

　●輸入と外国為替、決済

　●輸入と保険

　●外為法（輸出・入貿易管理令、キャッチオール規制、等）

5. 自社の主要海外拠点と事業内容

2.　輸入実務

　●輸入商品開発と輸入販売の方法

　●輸入販売と法的規制

　●輸入販売と品質条件、規格、検査等

7．相手国（貿易相手国）との商慣習

前例や慣行にとらわれることなく、斬新なアイデアで新規輸出先や輸入先の開拓を
行っている。

為替相場や経済の将来予測に関する情報を収集・分析し、輸出入をめぐるリスク削減
のための具体策をとりまとめている。

レベル１
スタッフ

レベル２
シニア・スタッフ

レベル３
マネージャー

レベル４
シニア・マネージャー

ユニット番号 00S233L33

選択
能力ユニット

能力ユニット名 貿易専門

概　　要

貿易プロフェッショナルとして、輸出・輸入（委託生産を含む）に関する
計画・方針の策定と実行など、貿易に係る高度専門業務を遂行する
能力。
グローバル化時代、ICT時代に即応した事業展開ができる能力。

部下や後輩に対して貿易実務をめぐる専門的・体系的な実務指導を行ないグローバ
ル化に対応した人材（国際人）の育成を図っている。

能力細目 職務遂行のための基準

①貿易業務の企
画・計画

貿易部門長と意思疎通を図りながら、グローバルな観点から輸出・輸入に関する方針
や計画の企画立案を行っている。

輸出入の多角化、生産拠点・販売拠点の海外展開、M&Aなど、企業のグローバル事
業展開に伴う新たな業務体制を立案している。

ICT時代に対応し、デジタルテクノロジーを活用した事務効率化を図っている（e-
commerce、国際物流管理等）

各種貿易協定（WTO、EPA、TPP、USMCAなど）を踏まえ国際的視野に立った事業展
開を進めている。

③貿易業務の検
証と評価

主要輸出入相手や業務提携先、委託生産・開発輸入等の現状が国際的な経営環境
に照らして適当かどうかを検証・評価し、問題がある場合には解決策を提案している。

期初の方針や目標に照らして業務全体の達成状況を評価し、次期に向けた課題とそ
の解決策を抽出している。

輸出入業務の実施体制に関する問題点を整理し、経営トップに提言して具体的なアク
ションに結び付けている。

1. 輸出実務

②貿易業務の推
進

委託生産・開発輸入等に先立つ体系的な情報収集や調査分析を実施もしくは指揮し
ている。

輸出入契約や債権回収等をめぐり前例のない問題が発生した場合にも、関係者と調
整しながら解決を導いている。

部門長と連携して輸出・輸入等をめぐる交渉を行い、会社の利益を損なうことなく交渉
をまとめている。

製造物責任や輸出先でのクレームなど係争が生じた場合には、社内外関係者や行政
機関等と連携しながら速やかな対応を取っている。

　●市場開拓、輸出商品開発と輸出販売の方法、マーケティン
グ知識

　●輸出・販売と法的規制

　●輸出と品質条件、規格、検査等 　●輸入と国際輸送

　●契約交渉・締結、継続的取引

　●輸入と製造物責任、REACH（リーチ）規則等

貿易業務に関わるコンプライアンスを徹底する一方、事務効率化も図っている（AEO制
度活用など）。

　●輸出・販売関係各種契約書

　●輸出と製造物責任、REACH（リーチ）規則等

　●輸出と価格見積・採算 　●輸入クレームの実際と処理（ 商品・契約トラブル、運送・

　●輸出と外国為替、決済

　●輸出と国際輸送

　　ブル、運送・通関トラブル、知財・PL・規制トラブル）

　　通関トラブル、知財・PL・規制トラブル）

　●輸出と保険

　●委託生産・開発輸入の実務

4. 自社の主要事業の海外提携先

3. 安全補償貿易管理とコンプライアンス

6.「英文見積書・契約書・船積書類・信用状などを正確に読
解し又作成する力、日常業務遂行の英語通信
（correspondence）力、及び英語による外国人との折衝能
力」

　●販売先の与信管理

　●輸出クレームの実際と処理（商品・契約トラブル、決済トラ
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●必要な知識

部下の仕事振りを把握し、過労防止や安全衛生の観点から時宜を得た助言・指導
を行っている。

3. 営業管理・営業体制

　●マーケティング

　●情報システム

　●マーケティング総論の理解

　●マーケティングリサーチの活用

　●顧客行動の分析

　●製品政策の理解

④人・組織のマ
ネジメント

　●リーダーシップ

　●ＩＴ（情報技術）の活用

4. マネジメント全般の基礎知識

　●戦略・組織

　●会計・財務

　●人事労務（要員計画、労働時間、安全衛生、人事考
     課、人材育成等）

1. 営業戦略の立案

　●部門目標の策定

　●部門組織編成

　●テリトリー管理

　●顧客管理（CRM） 

　●営業活動の管理

　●部下の育成

　●営業計数管理

　●価格政策の理解

　●流通経路政策の活用

　●プロモーションの活用

能力細目 職務遂行のための基準

営業活動をめぐり、得意先の経営戦略・経営方針と競合企業の動向に留意し、短期
及び中長期に及ぶ営業活動のあり方の検討を的確に行っている。

経営方針に沿って、営業活動の合理化・システム化を図り、適切かつ迅速に処理で
きる方策を企画立案している。

①営業に関する
企画・計画

経営戦略の実現に向けて営業方法や営業スタイルを明確にし、現状とのギャップを
検証しながら今後の営業活動の方向性を企画立案している。

営業活動に関連する法令を遵守することはもとより、CSR（企業の社会的責任）の観
点から、営業活動のあり方を事前に検証している。

レベル１
スタッフ

ユニット番号 00S137L33

営業部門のマネジャーとして、営業実務、営業管理、営業事務など
営業部門の業務全体をマネジメントする能力

能力ユニット名

レベル３ レベル４

営業マネジメント

レベル２
シニア・スタッフ

選択
能力ユニット

概　　要

部下の能力や適性を把握し、適切な目標設定が行われるように指導している。

売上目標達成のため、製造、仕入から広告・マーケティングが連携を図れるように調
整を図っている。

部下に対して組織の方向性やビジョンを自分の言葉で明確に示している。

貸し倒れを防止するために、新規・既存に係わらず得意先の与信管理を徹底し、危
険な得意先には取引停止を含めた判断を行っている。

目標達成に向けて、自分と部下との役割分担を適切に判断している。

営業活動全般の進捗管理を行いながら部下への指示・動機付けを的確に実施して
いる。

③営業の検証と
評価

担当組織の定性的・定量的成果を期首の目標に照らして適正に評価している。

得意先の倒産等予想外の事態が発生した場合には、経理部門等と連携して債権回
収の対策を実施している。

部下の日常的な営業業務に対して指示・助言を行い、重大トラブルの場面では自ら
直接問題解決に当たるなど、必要なフォローやサポートを行っている。

全社横断的な会議やプロジェクトの運営等に際して、関係者の主張を聞きながら円
滑に意見調整を行っている。

部下に対して営業実務、営業事務に関する実務指導を的確に行っている。

目標未達成の場合には安易な責任転嫁を行うことなく原因分析を行い、次期の改善
策を取りまとめている。

②営業マネジメ
ントの推進

　●営業戦略の立案

2. マーケティング基礎

ルールに基づき公正・公平の観点から部下の人事考課を行っている。

重要な仕事を敢えて任せるなど、部下の長期的成長を念頭に置いた行動をとってい
る。部下に対して各々のキャリア・プランに沿った能力開発策を助言している。

　●経営戦略、マーケティング戦略の理解
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1.5 職業能力評価基準との関係
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 職業能力評価基準とは
 厚生労働省において、仕事をこなすために必要な「知識」、「技術・技能」、「成果につながる職務行動例（職務遂行能

力）」を、業種別、職種・職務別に整理したもの。

 業種横断的な経理・人事等の事務系９職種及び電気機械器具製造業、ホテル業、在宅介護業等の５６業種を網羅

しています。

 本ツールでは、「業種横断的な経理・人事等の事務系９職種」（ホワイトカラー職種）の職業能力評価基準の定義文

を基に、114職務・職位についてポータブルスキルの比率構成をデータベースとして作成し、受検者のポータブルスキルの

比率構成と比較します。 👉 「2.2 診断対象となる職務・職位」参照

本ツールでの引用

114職務・職位の

ポータブルスキルを数値化したデータベース

👉 「2.5 診断の仕組み②（適職診断）」参照

仕事のし方

現状の
把握

課題の
設定

計画の
立案

課題の
遂行

状況への
対応

9.8 7.3 36.6 39.0 7.3

人との関わり方

社内
対応

社外
対応

上司
対応

部下
マネジメント

25.0 58.3 8.3 8.3

受検者の

ポータブルスキル

ポータブルスキル見える化ツール

比較

職務・職位ごとに

ポータブルスキルの

比率構成を算出

114職務・職位の

職業能力評価基準

データベース化

114職務・職位の

定義文から

テキストマイニングによって

ポータブルスキルを抽出
職務 レベル 能力評価ユニット現状の把握課題の設定計画の立案課題の遂行状況への対応 合計 社内対応 社外対応 上司部下マネジメント合計

割合

経営戦略 スタッフ 36.24% 18.55% 20.32% 17.91% 6.97% 100.00% 34.29% 6.86% 15.95% 42.90% 100.00%

経営戦略 シニア・スタッフ 29.50% 18.94% 43.45% 3.69% 4.42% 100.00% 47.16% 8.08% 10.29% 34.48% 100.00%

経営戦略 スペシャリスト 36.96% 15.74% 33.91% 2.63% 10.76% 100.00% 37.35% 10.36% 4.83% 47.46% 100.00%

経営戦略 マネージャー 36.57% 15.26% 34.03% 1.75% 12.40% 100.00% 27.38% 10.36% 6.52% 55.74% 100.00%

経営戦略 シニア・スペシャリスト 38.28% 15.67% 33.76% 1.71% 10.59% 100.00% 36.27% 11.43% 4.83% 47.46% 100.00%

経営戦略 シニア・マネージャー 36.87% 16.03% 33.49% 1.11% 12.50% 100.00% 28.13% 10.63% 6.20% 55.03% 100.00%

人事・人材開発スタッフ 23.24% 32.31% 17.36% 14.04% 13.05% 100.00% 25.85% 2.92% 34.41% 36.83% 100.00%

人事・人材開発シニア・スタッフ 23.71% 25.12% 43.14% 4.64% 3.39% 100.00% 29.40% 3.56% 17.83% 49.22% 100.00%

人事・人材開発スペシャリスト 29.68% 25.20% 29.82% 3.44% 11.86% 100.00% 38.85% 3.69% 8.16% 49.30% 100.00%

人事・人材開発マネージャー 30.60% 24.53% 30.25% 2.24% 12.38% 100.00% 31.78% 3.69% 5.75% 58.78% 100.00%

人事・人材開発シニア・スペシャリスト 29.47% 24.45% 30.71% 5.37% 10.00% 100.00% 36.51% 3.69% 8.72% 51.07% 100.00%

人事・人材開発シニア・マネージャー 28.88% 24.10% 31.19% 3.12% 12.70% 100.00% 31.08% 3.69% 3.47% 61.76% 100.00%

労務管理 スタッフ 23.51% 33.70% 16.61% 13.09% 13.09% 100.00% 25.71% 2.92% 33.98% 37.39% 100.00%

労務管理 シニア・スタッフ 22.22% 24.82% 42.57% 7.22% 3.17% 100.00% 32.38% 5.31% 18.45% 43.86% 100.00%

労務管理 スペシャリスト 29.44% 24.55% 30.08% 2.34% 13.58% 100.00% 34.13% 3.69% 10.31% 51.87% 100.00%

労務管理 マネージャー 33.03% 25.75% 28.29% 2.34% 10.60% 100.00% 33.00% 3.69% 6.32% 56.98% 100.00%

労務管理 シニア・スペシャリスト 30.28% 25.74% 30.45% 2.89% 10.64% 100.00% 39.85% 3.69% 8.16% 48.30% 100.00%

労務管理 シニア・マネージャー 29.75% 22.92% 30.98% 2.43% 13.92% 100.00% 31.18% 3.69% 3.50% 61.63% 100.00%

企業法務 スタッフ 20.10% 35.18% 14.20% 15.16% 15.36% 100.00% 24.03% 1.69% 43.20% 31.08% 100.00%

企業法務 シニア・スタッフ 22.22% 23.88% 38.04% 8.38% 7.47% 100.00% 38.20% 6.94% 17.06% 37.80% 100.00%

企業法務 スペシャリスト 32.53% 19.41% 30.79% 1.96% 15.30% 100.00% 42.40% 6.21% 7.05% 44.34% 100.00%

企業法務 マネージャー 31.29% 19.71% 29.81% 2.51% 16.69% 100.00% 35.64% 7.85% 5.69% 50.82% 100.00%

仕事の仕方 人との関わり方



２．ポータブルスキル見える化ツールの
機能・使い方

9



2.1 ポータブルスキルの定義

スキル 定義

仕事の
し方

現状の把握 常にアンテナを張って情報を収集し、それを評価・分析している

課題の設定 自分なりの問題意識に基づいて、改善策や解決策を設定する

計画の立案 最終的なゴールに向けて、効果的なシナリオを描き、具体的な実行計画をたてる

課題の遂行 成長や目標達成にこだわって、納期を厳守しながら業務を確実に遂行する

状況への対応 どのような状況の変化に直面しても、臨機応変に対応する

人との
関わり方

社内対応 価値観の異なる人々や利害の対立する社内関係者と調整し、合意形成を図る

社外対応 価値観の異なる人々や利害の対立する顧客・社外関係者と調整し、合意形成を図る

上司対応 上司に対して、報告や意見具申を行う

部下マネジメント 部下やメンバーの持ち味を把握して業務を割り当てたり、育成・指導を行う

ポータブルスキル見える化ツールでは、ポータブルスキルのうち、 「仕事のし方」 と 「人との関わ

り方」 の９つ要素を、どの業種や職種においても使える能力として定義し、ご自身が現在属する

業種や職種にとらわれることなく、活躍できる職業を提示する際の診断項目としています。

10



2.2 能力レベル定義①（仕事のし方）

９つのポータブルスキルに対し、それぞれ５つの階層を設定し診断項目としています。

11

ポータブルスキル 測定尺度 階層 階層別水準

仕
事
の
し
方

現状の把握
情報収集の

範囲

1 担当業務に必要な情報を収集している

2 チームレベルの業務に必要な情報を収集・分析している

3 所属する部署に関連する業務に必要な情報を収集・分析している

4 他部署や顧客等の情報を収集し、自社に与える影響を多角的に分析している

5 業界全体の情報を収集し、自社に与える影響を多角的に分析している

課題の設定
解決困難度から
見た課題のレベ

ル

1 自ら課題を設定することはない

2 決まった対応策で対応可能な問題を扱っている

3 既存の解決策の中から最適な方法を選択することで対応可能な問題を扱っている

4 既存の解決策を応用することで対応可能な問題を扱っている

5 前例がなく、自ら仮説を立てて解決策を導き出すような問題を扱っている

計画の立案
関係者の
影響範囲

1 担当業務の計画を立案している

2 チームレベルの計画・施策を立案している

3 所属する部署の計画・施策を立案している

4 他部署にも影響を与えるような計画・戦略を立案している

5 会社全体の計画・戦略を立案している

課題の遂行
課題の遂行方法

の
新規性

1 指示を受け、既存の方法を用いて進めている

2 おおまかな指示を受け、既存の方法から最適な方法を選択して進めている

3 既存の方法を自分なりに改善して進めている

4 既存の方法を活用しつつ、一部について新しい方法を考案して進めている

5 既存の方法がない場合には、必要に応じて新しい方法を考案して進めている

状況への対応
意思決定のレベ

ル

1 先輩や上司に指示を仰いで対応している

2 既存の方法やマニュアルに従って対応している

3 自らの担当業務において、既存の方法やマニュアルを変更して対応している

4 自部門のリスクを考慮して、既存の方法やマニュアルを超えた対応をしている

5 経営上のリスクを考慮して、既存の方法やマニュアルを超えた対応をしている



2.2 能力レベル定義②（人との関わり方）

９つのポータブルスキルに対し、それぞれ５つの階層を設定し診断項目としています。

12

ポータブルスキル 測定尺度 階層 階層別水準

人
と
の
関
わ
り
方

社内対応
コミュニケー
ション相手の属

性

1 所属する部署の人に、業務連絡や担当業務の説明を行っている

2 所属する部署の人と、合意を得るための交渉や折衝を行っている

3 他部署の人に、業務連絡や担当業務の説明を行っている

4 他部署の人と、合意を得るための交渉や折衝を行っている

5 他部署の人と、新たな価値を生み出すためのコミュニケーションを行っている

社外対応
コミュニケー
ションの目的

1 社外の人とコミュニケーションをとることはない

2 情報交換・情報収集等を行っている

3 業務を遂行するための連絡や調整を行っている

4 合意を得るための交渉や折衝を行っている

5 新たな価値を生み出すためのコミュニケーションを行っている

上司対応
コミュニケー
ションの複雑性

1 直属の上司に、こまめに、自身の担当業務の報告・連絡・相談を行ったうえで、作業の進め方の指示や、フィードバックを受けてい
る

2 直属の上司に、定期的に、自身の担当業務の進捗報告を行った上で、問題が生じた場合には相談を行い、フィードバックを受けてい
る

3 所属する部署の管理職に、チームの状況を報告するとともに、課題やそれに対する改善策の提案を行っている

4 他部署の管理職にも、所属する部署の状況を報告するとともに、課題やそれに対する改善策の提案を行っている

5 経営層にも、自社の課題やそれに対する改善策を提案している

部下マネジメ
ント

マネジメントの
責任範囲

1 上位者の指示に従って業務に従事する立場であり、他者に助言等を行うことはない

2 同僚や後輩に、助言を行っている

3 同僚や後輩に、業務の進捗管理を行いながら、指導を行っている

4 部下に、キャリアプランをふまえた指導・育成を行っている

5 部下に、会社のビジョンや経営戦略に基づいて、権限を委譲したり、チャレンジングな仕事を与えたりすることで、指導・育成を
図っている



2.3 診断対象となる職務・職位
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「職業能力評価基準」 のホワイトカラー職種として整理されている9職種19職務6職位

（19職務×6職位＝ 114の職務・職位 ）を対象としています。

「職業能力評価基準」をもとに作成した

114の職務・職位のポータブルスキルを数値化したデータベースをもとに適職を診断



2.4 診断の流れ
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自己評価
（受検者のポータブルスキル測定）

診断
（適職診断）

結果表示

持ち味の入力

レベル（階層）の入力

５つの職務・職位の算出

結果分析

👉 「2.5 診断の仕組み①（受検者のポータブルスキル測定）」参照

STEP

１

STEP

２

👉 「2.6 診断ツールの入力方法①（持ち味の測定）」参照

👉 「2.5 診断の仕組み①（受検者のポータブルスキル測定）」参照

👉 「2.6 診断ツールの入力方法②（レベルの測定）」参照

STEP

３

👉 「2.7 診断結果の表示」参照

👉 「2.5 診断の仕組み②（適職診断）」参照

画面上では、STEP１～２を入力し、結果としてSTEP３が表示されます。



2.5 診断の仕組み①（受検者のポータブルスキル測定）

９つのポータブルスキルに対し、 持ち味 と 階層 を入力することで、ポータブルスキルを測定します。

×

持ち味

個人の強みや弱み
（得意不得意の傾向）

受検者が主観的に
得意であると思う項目に配点

階層

スキルレベル

（到達度の設定）

９つのポータブルスキルごとの
仕事の進め方のレベルの選択

＝

受

検

者

の

ポ

ー
タ

ブ

ル

ス

キ

ル

数

値

 ９つのポータブルスキルに最低１点、残りの２０点を得意だと思う程度
に応じて割り振ります。

 ある程度各項目に割り振られる点数が均されるのと同時に、特徴もある
程度とらえることが可能であるとして２０点を配分することとされました。

仕事のし方 人との関わり方

現状の
把握

課題の
設定

計画の
立案

課題の
遂行

状況へ
の対応

社内
対応

社外
対応

上司
対応

部下マネジ
メント

ポータブルスキル 測定尺度 階層 階層別水準

仕事
の
し方

現状の
把握

情報収集
の範囲

1 担当業務に必要な情報の収集を行っている

2
担当行に必要な情報に加えて、周辺情報を収集し、分析を行っ
ている

3 自部署・部門に関連する情報を収集し、分析を行っている

4
自部署・部門ともに関連他部署・部門、顧客などに関連する情
報を収集し、多角的に分析を行っている

5 経営に影響する情報を収集し、多角的に分析を行っている

 職業能力評価基準を基に作成された「能力レベル定義書」にて、９つの
ポータブルスキルごとに５段階の階層別水準が定義されています。

 その中からどのレベルで仕事を進めているのかを選択することで、各ポータ
ブルスキルの到達度を測定します。

構成比率の算出
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2.5 診断の仕組み②（適職診断）

類似する５つの職務・職位を提示

経営戦略シニア・スタッフ

経理スペシャリスト

営業シニア・マネージャー

その他114のデータと比較

ツールへの入力値から算出 データベース

受検者
ホワイトカラーの職務×職位

（114種類）
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仕事のし方 人との関わり方

現状の
把握

課題の
設定

計画の
立案

課題の
遂行

状況へ
の対応

社内
対応

社外
対応

上司
対応

部下マネ
ジメント

9.8 7.3 36.6 39.0 7.3 25.0 58.3 8.3 8.3

仕事のし方 人との関わり方

現状の
把握

課題の
設定

計画の
立案

課題の
遂行

状況へ
の対応

社内
対応

社外
対応

上司

対応
部下マネジ
メント

33.5 18.1 22.9 5.8 19.8 45.5 7.7 26.1 20.9

比較

仕事のし方 人との関わり方

現状の
把握

課題の
設定

計画の
立案

課題の
遂行

状況へ
の対応

社内
対応

社外
対応

上司

対応
部下マネジ
メント

32.56 20.27 29.55 1.89 15.73 41.14 7.24 6.61 45.01

仕事のし方 人との関わり方

現状の
把握

課題の
設定

計画の
立案

課題の
遂行

状況へ
の対応

社内
対応

社外
対応

上司

対応
部下マネジ
メント

46.21 11.69 25.86 0.93 15.31 21.50 24.05 3.78 50.67

受検者のポータブルスキル と ホワイトカラー114職務・職位 のポータブルスキルの比率

構成が類似している※５つの職務・職位を提示・比較します。
※算出方法：構成要素ごとの構成比率の差を2乗し、それらの和の2乗根を距離として、近いものを抽出する。



2.6 診断ツールの入力方法①（持ち味の測定）

 持ち味の測定

９つのポータブルスキルに対し、 29点 を

割り振ります。各項目の最低点数は1点、

得意だと思う項目ほど高得点になるように

点数を配分します。

なぜ29点？

９つのポータブルスキルに最低１点、残りの２０点を得意
だと思う程度に応じて割り振ります。ある程度各項目に割り
振られる点数が均されるのと同時に、特徴もある程度とら
えることが可能であるとして２０点を配分することとされま
した。

17

入力画面

入力のポイント

• 点数の配分が難しい場合には、まず、すべての項目に３点
を割り振り、得意なものへ加点、不得意なものから減点し
て配分を調整してください。

• 最後に合計点が29点になっているか確認します。



2.6 診断ツールの入力方法②（レベルの測定）

 レベルの測定

９つのポータブルスキルに対し、自身に該

当すると思われる レベルを１～５ の中か

ら選択します。

１～５のレベルの目安は？

レベル１：上司の指示に従って補助的業務を遂行するレベル
レベル２：担当者として定型的業務を遂行するレベル
レベル３：グループやチームの中心メンバーレベル
レベル４：中小規模組織の責任者もしくは高度専門職レベル
レベル５：大規模組織の責任者もしくは最高度の専門職レベル

18

入力画面

• 複数のレベルにあてはまる場合には、一番高いレベルを選
択してください。

• 現在の役職に関わらず、受検者が発揮していると考えるレ
ベルを設定してください。

入力のポイント



2.7 診断結果の表示

❶

❷

❸

受検者のポータブルスキル
の数値と近い５つの職務
と職位が表示されます。

「仕事のし方」、「人との関わ
り方」ごとに、受検者の数値と
職務・職位の数値がレーダー
チャートで表示されます。

職務の説明が表示されます

結果分析のポイント

ポータブルスキルの診断結果からホワイトカラーの職務でより近接
する職務・職位を判定しています。あくまでも適職の目安として見て
ください。職務の説明には適職を選定するヒントが多くあります。

19

出力画面



３．キャリアコンサルティングでの
活用の工夫点と相談者のイメージ

20



3.1 キャリアコンサルティングにおける活用で得られる効果

仕事理解
自己理解
啓発的経験

キャリア選択に係る
意思決定

方策の実行
新たな仕事への

適応

• 興味・価値観の明確化
• 職業経験の棚卸
• 職業能力（強み弱み）の確
認

• 今後のキャリアプランの作
成

• キャリアを達成するための能
力開発の実施

• 選択した求人への応募

• 新たな職場環境への適応

相談者のポータブルスキ
ルに関する自己理解の
促進

定期的な診断による成
長の実感

職業選択における視
野の拡大

 モチベーションの向上
 キャリアプランの作成

 キャリア目標の実現
に必要な能力開発へ
の取組み

言語化された相談者
の強みを記した応募
書類の作成

相談者の強みを活か
した社内異動もしくは
転職へのヒントの獲
得

キャリアコンサルティングの主な流れと実施事項

ツール活用

で

得られる

効果
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求職活動 の場や 企業内 でポータブルスキル見える化ツールを活用することによって、

キャリア自律・キャリア充実 、 適性に合った配置転換 、職種を越えた転職 の効果が見込まれます。

本ツールについてのインフォームドコンセントの例 👉「1.3 対象者・利用場面と想定する効果」 👉「1.4 本ツールによる診断の留意点」

 インフォームドコンセントについて 本ツールについてのインフォームドコンセントを行い、キャリアコンサルティングを実施してください。

支援の目的 自己理解、新たなキャリアチェンジ、主体的なキャリア形成の「きっかけ」や「気づきの材料」を与えること。

支援の効果 自己理解の促進、職業選択における視野の拡大、目標設定、応募書類の作成など。

支援の限界 ポータブルスキルのみによる診断のため、専門能力や興味・価値観などを踏まえた適職が提示されるわけではない。



3.2 各シーンでの活用の工夫

１．自己理解

「部下マネジメント」の能力スキルの点数
が高いですが、マネジメントの際に工夫し
ていたことはありますか？

ひとりひとりの目標設定に合わせた仕事を割り
振るようにしていました。

 入力時

キャリアコンサル
ティングでの活用

相談者の自己理解が不足している場合は、キャリアコンサルティングで
質疑応答をしながら入力することで、対象者の自己理解、支援者との
相互理解が深まります。

なぜその点数をつけるのか、理由や背景を語ってもらい、経験とポータ
ブルスキルの紐づけを行いましょう。

会話例①：経験の棚卸

ポータブルスキルで考えると、移転の段取りを計画
的におこなった点で「計画の立案」の能力が発揮で
きていると考えられますが、どう思いますか。

新オフィスに移転した際に、社内のスケジュー
ル調整や業者との交渉を行いました。

会話例②：経験とポータブルスキルとの紐づけ

支援者

支援者

22

相談者

相談者



3.2 各シーンでの活用の工夫

１．自己理解

 出力結果の分析

キャリアコンサル
ティングでの活用

 自己理解を深め、自己肯定感を高めることができます。

希望職種 診断結果 活用方法例

現在の職種と
同じ職種

希望職種どおり
（結果に納得している）

診断結果を受けて、強化したいスキルや、そのスキルを習得することでどのようなキャリア
充実を図りたいか考えるきっかけとする

希望職種どおりではない
（結果に納得していない）

結果に対する気づきを問いかけ（自己認識とどこが違うか、どう感じるか等）、出力結
果の職種への視野拡大や、強みをどのように生かせるか考えるきっかけとする

現在の職種と
異なる職種

希望職種どおり
（結果に納得している）

結果を踏まえ、活かせるスキルの明確化や、また新たなスキル獲得や強化の目標をたて
る

希望職種どおりではない
（結果に納得していない）

結果に対する気づきを問いかけ（自己認識とどこが違うか、どう感じるか等）、出力結
果の職種への視野拡大や、強みをどのように生かせるか考えるきっかけとする

 結果に対する問いかけを行い、今までの経験との紐づけを促して納得感を高めてもらいま
しょう。

工夫
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［参考］出力結果を踏まえ、職業に関する理解を深める必要がある場合は、job tagの活用も有
効です。（job tagについては第４章を参照）



3.2 各シーンでの活用の工夫

キャリアコンサル
ティングでの活用

ポータブルスキルを活用し、キャリアプランをたてます。
また、その実現に向けて、新たなスキルの獲得や強化の目標をたてたり、キャリア充実がはかれないか考え、とりうる職業の選択
肢を広げます。

ポータブルスキルを活用して、相談者が気づいていない職業能力も活用できる多様なキャリアプランの作成を支援します。

キャリアコンサル
ティングでの活用

入出力時に行った相談者の経験や強みの棚卸結果を踏まえ、応募書類の記載内容の充実をはかります。
結果を踏まえ、面接時の自己PR、志望動機を明確に言語化します。
キャリア目標の実現に必要な知識やスキルの習得とブラッシュアップを図ります。

キャリアコンサル
ティングでの活用

 棚卸した結果を踏まえ、相談者のポータブルスキルや強みを社内外問わずどこでどのように発揮できるかを考え、モチベーショ
ンの向上を図ります。

２．キャリア選択に係る意思決定

３．方策の実行

４．新たな仕事への適応

［参考］job tagの「職業能力チェック」を併用することで、目指す職種のポータブルスキルを確認した後に、より具体的な計画を立
てるために不足している能力を補う優先度をつける参考となります。 （job tagについては第４章を参照）
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3.3 相談者と活用のイメージ

活用先 人材会社における転職相談

対象者のイメージ
経理一筋で現在経理部長。会社の管理部門縮小による早期退職募集のタイミングで転職を
決めた。経理以外の職種にも興味があるが、適性があるか分からない。

活用例

出力結果をみると、「別の職種もできるかもしれない」と認識しました。

これまでより規模の小さい企業にはなりますが、総務部長として経理だけでなく、広報や総務、人事に
関する業務を行う求人があります。
棚卸した経験を踏まえた強みを整理し、応募書類を作成してみましょう。

キャリアコンサルタント

出力結果の職種への視野拡大や、強みをどのように生かせるか考えるきっかけとする

キャリア選択の
支援

出力結果の
分析

自
己
理
解

キ
ャ
リ
ア
選
択
に

係
る
意
思
決
定

ツールを使って、ポータブルスキルを棚卸し、職種選択の視野を広げてみま
しょう。

応募書類にポータブルスキルの強みを記載する
応募書類の
作成

方
策
の
実
行

これまでの経験で得たポータブルスキルを活用することで、広報や総務、人事等にキャリアを広げること
も考えられます。

25

キャリアコンサルタント

キャリアコンサルタント

求職者



3.3 相談者と活用のイメージ

活用先 企業内におけるキャリアコンサルティング（例：総合商社における40歳代向け研修）

対象者のイメージ
総合商社の広告を担当する部署に異動となり1年経ったが、働き方が合わずに悩んでいる。働くモチ
ベーションを高めるために自己を見つめなおし、キャリアプランを描きたいと思っている。これまでの職
業経験を過小評価してしまい、仕事に自信が持てない、やりがいを感じることができていない。

活用例

ご自身のポータブルスキルや、強みを活かせる場を考えてみましょう。
まずは、ツールを使って、経験とポータブルスキルの棚卸をしてみましょう。

業務において、社外のステークホルダーとの調整をする機会は多くあり、自分としても調整能力は強
みになると思います。
また、現状を事前に調査したうえで業務を進めることは大切だと思い、いつも意識して行っています。
「現状の把握」に関する能力も高いと思います。

これまで全く考えていなかった職務が候補にでましたが、調整能力はXXといった職務にも活用できる
んですね。XXでは●●のスキルも得られると思うので、今後のキャリアを考えるうえでも興味があり
ます。

グループ会社YにXXの職種のポストがあります。△△のスキルも生かせますし、Aさんの描くキャリアプ
ランにおいて良い経験になると思います。
いまの部署においても、例えば〇〇のスキルを伸ばす経験ができれば、今後のキャリア選択の幅が広
がりますよ。

企業内
キャリアコンサルタント

入力時に、何故その点数をつけるのか、理由や背景を語ってもらい、経験とポータブルスキルの
紐づけを行う

出力結果について、どのように感じたかヒアリングを行い、自己理解を促す

キャリア選択
の
支援

ツールへの
入力

出力結果の
分析

自
己
理
解

キ
ャ
リ
ア
選
択
に

係
る
意
思
決
定

キャリアの選択肢を広げる支援を行う
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社員

企業内
キャリアコンサルタント

社員



４．job tag
（職業情報提供サイト（日本版O-NET））について
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4.1 job tag（職業情報提供サイト（日本版O-NET））の概要

「job tag（職業情報提供サイト（日本版O-NET））」とは、現在多くの人が働いている主
な約500の職業について、その内容が分かる情報を掲載したサイトです。
job tagは、無料で検索・活用できることもあり、学生・社会人のキャリア形成、企業の人材戦
略等に幅広く活用が可能です。
job tagは、米国労働省が保有する職業情報データベース（O*NET）をモデルとして、日本
の厚生労働省により開発されました。「O*NET」とは、「The OCCUPATIONAL
INFORMATION NETWORK」の略です。

28

求職活動を
する

能力を
分析する職業を

検索する

適職を知る

職業を知る

 job tagでできること

 job tagの職業情報

ジョブ タスク スキル

自己理解、職業理解、求職活動などに役立つ機能を搭載しています。

ジョブ・タスク・スキルを見える化し、動画や関連資格情報なども分かりやすく紹介しています。



求職活動を
する

職業情報データベース

能力を
分析する

職業俯瞰図

4.2 job tag（職業情報提供サイト（日本版O-NET））の機能・ツール
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ポータブル
スキル
見える化
ツール

価値観
検査

簡易版職業
適性テスト
（Gテスト）

しごと能力
プロフィール
検索

職業能力
チェック

キャリア分析

フリーワード
検索

仕事の性質
で検索

仕事の内容
で検索

スキル・知識
で検索

免許・資格
で検索

職種カテゴリー
別検索

産業別
検索

職業分類
検索

職業興味
検査

テーマ別
検索

イメージ検索
（地図）

求人ガイド

人材採用支援・
職務整理支援

人材活用
シミュレーション

求職ガイド

BtoB IT 介護

医療・
看護

事務 営業 金融

職業を
検索する

適職を
知る

職業を
知る

企業向け
求人活動・
職務整理・
人材活用

職業経験の少ない方向け 職業経験の豊かな方向け

興味・価値観・スキルで診断 ポータブルスキルで診断



4.3 ポータブルスキル見える化ツールと連携する機能

job tag
マイリスト

診断結果を
保存できる

職業能力チェック

職業情報ページ関連する職業一覧

関連する職業情報を
みることができる

（診断結果の職務と職業は
一致しないため参考情報）

職務・職位に必要な
職業能力をチェック
することができる
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job tagの 「職業能力チェック」 では、ポータブルスキル見える化ツールで提示された職務・職位の

詳細な職務内容を確認でき、それに対して相談者ができているのかどうかをチェックすることができます。

また、 「マイリスト」 では、ポータブルスキル見える化ツールの診断結果を保存できます。

ポータブルスキル見える化ツール



（参考）
ポータブルスキル見える化ツールを
活用したキャリアコンサルティングの例
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ポータブルスキル見える化ツールの活用例を示します。

参考1 ポータブルスキル見える化ツールの活用例
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項番 区分 例（効果） 概要 結果分析例 結果分析の際の問いかけ例

１
企
業

定期的な診断に
よる成長の実感

■実施概要
企業のキャリア研修におい
て、集団研修でツールの
概要や入力方法を説明
し、各従業員が診断を実
施。その後診断結果を
使った個別面談を行う。

■効果
従業員は、自身の成長を
実感し、さらに伸ばすべき
能力を確認できる。

前回診断時との比較

前回診断時との比較を行
い、今回診断時までの間
に経験した職務、そこで得
たことなどを振り返ることを
促す。

 昨年度の結果と比較して、今年はどのような診断結果がでした
か？伸びているところ、変わっていないところなどを確認してみま
しょう。

 昨年度より数値が伸びたポータブルスキルについて、昨年度からの
今までの業務の中で、気を付けていたことや実感することなどはあ
りますか？

 昨年度と数値が変わっていない、減少しているポータブルスキルに
ついて、昨年度からの今までの業務の中で、苦手意識や思い当
たることなどはありますか？

 目標設定をする場合には、「職業能力チェックツール」も参考にな
ります。これは、１９のホワイトカラー職務について、メンバーからマ
ネージャーやスペシャリストなど各レベルに必要な能力などについて
「できる」「できない」をチェックすることができます。

２
求
職

職業選択におけ
る視野の拡大

■実施概要
需給調整機関での転職
相談にて、求職者がキャリ
コンの支援をうけて、ツー
ルへの入力を行い、結果
を一緒に分析する。

■効果
求職者は、選択肢が広
がったことを実感できる。

５つの適職について対話

診断結果で提示された５
つの適職について対話を
行う。

 あなたのポータブルスキルと近接する５つの職務・職位が表示さ
れました。これらの職務・職位について、どのような印象ですか？

 この中で、興味のある職務はありますか？
 興味のある職務についての説明を見てみましょう。
 興味のある職務について、「職業能力チェックツール」で一般的に
行われる業務の内容もチェックできます。できる、できないをチェック
するためのツールですが、どのような業務を行うのかという参考にも
なります。また、「診断結果から職業を検索」からは、興味のある
職務に関連する職業をjob tagで見ることもできます。



ポータブルスキル見える化ツールの活用例を示します。

参考1 ポータブルスキル見える化ツールの活用例
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項番 区分 例（効果） 概要 結果分析例 結果分析の際の問いかけ例

３
企
業

キャリアプラン・
キャリア目標の
実現に必要な能
力開発への取
組み

■実施概要
企業内における配置転換の検
討のための人事面談の場にて、
従業員が、キャリコンの支援を
うけて、ツールへの入力を行い、
結果を一緒に分析する。

■効果
従業員は、配置転換への可
能性を知り、また、必要な能力
開発への取り組みを考えること
ができる。

興味のある職務・職位と従
業員のポータブルスキルの
比較

診断結果で提示された５つ
の適職について、興味のある
職務・職位と従業員のポータ
ブルスキルの比較を行い、過
不足を確認する。

 あなたのポータブルスキルと近接する５つの職務・職位が
表示されました。この中で、興味のある職務はあります
か？

 この職務を選んだ理由は何ですか？
 興味のある職務・職位のポータブルスキルとあなたのポータ
ブルスキルを比較してみましょう。

 興味のある職務にはどの能力が活かせそうですか？
 興味のある職務に対し不足している能力は何ですか？
 「職務の説明」や「職業能力チェックツール」で、ぜひ職務
の内容を確認してみてください。

４
求
職

言語化された相
談者の強みを記
した応募書類の
作成

■実施概要
需給調整機関での就職支援
にて、求職者がキャリコンの支
援をうけて、ツールへの入力を
行い、結果をアピールポイントと
して応募書類に記載する。

■効果
求職者は、診断結果と、キャリ
コンの助言などを参考に、求職
者本人の強みを経験エピソー
ドとともに応募書類に記すこと
ができる。

今までの経験との紐づけ

求職者の数値の高いポータ
ブルスキルについて、今までの
経験との紐づけを行う。

 あなたの強みとなるポータブルスキルとして、「仕事のし方」
では、〇〇という結果が出ました。〇〇は、〇〇〇〇〇
〇※という能力ですが、今までの経験の中で、このような
経験はありますか？

 あなたの強みとなるポータブルスキルとして、「人との関わり
方」では、△△という結果が出ました。△△は、
△△△△△△※という能力ですが、今までの経験の中で、
何か思い当たることはありますか？

※能力の説明（定義）は活用教材を参照してください。
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目的

場面

職業選択における視野の拡大

需給調整機関における転職相談

会話②－1＞長年営業部長として勤務していましたが、１年後の定年退職を機に、セ

カンドキャリアとして別の職種に就くことを検討していますが、自分には何ができるのか分

かりません。

会話②－2＞他の職種でも通用する能力を「ポータブルスキル」と言いますが、そのポータブルスキルを基にあなた

に合う職種を検討することもできます。「ポータブルスキル見える化ツール」では、あなたにどのようなポータブルスキ

ルがあるのか、どのような職種にあなたのポータブルスキルがフィットするのかを確認することができるツールです。どの

ような職種が合うのか検討する際のきっかけになるかもしれません。使ってみますか？

はい。

会話②－3＞「jobtag」の「適職を知る」というメニューから、「ポータブルスキル見え

る化ツール」を使用することができます。「Step１」では、９つの項目（これを、「ポー

タブルスキル」と言います）に対し、29点を割り振ってください。

～～～～～～中略～～～～～～

（主訴の確認、課題の確認、ラポール形成などを行う）

☞「ポータブルスキル」については、活用教材p.4、p.7、p.10を参照して説明を行ってください。

☞「STEP１」については、活用教材p.15、p.17を参照して説明を行ってください。

※「適職探索」のアイコンからも見ることができます。

※
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会話②－4＞どのように点数を付けたら良

いですか？

会話②－5＞今までの経験の中で、これらの項目に関連する業務やエピソードを思い出

しながら、得意だと思うものほど高得点になるように点数を配分してください。点数の配分

が難しい場合には、まず、すべての項目に３点を割り振り、得意なものへ加点、不得意

なものから減点して配分を調整してください。

会話②－6＞できました。

会話②－7＞次に「Step２」に進みましょう。「Step２」では、９つのポータブルスキルに

対し、あなたに該当すると思われるレベルを１～５の中から選択してください。

会話②－8＞ある業務ではレベル４、別の業務ではレベル２など、

複数のレベルに該当する場合はどうしたら良いですか？

会話②－9＞経験した業務の中で、あなたが一番納得感を持ってやってきた業務のレ

ベルを選択してみてはいかがでしょうか。

会話②－10

＞できました。

☞「STEP１」については、活用教材p.15、p.17を参照して説明を行ってください。

☞「STEP２」については、活用教材p.15、p.18を参照して説明を行ってください。

☞「STEP２」については、活用教材p.15、p.18を参照して説明を行ってください。
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会話②－11＞では「Step３」に進んで、診断結果を見

てみましょう。

会話②－13＞あなたのポータブルスキルは、「マーケティ

ング」、「営業」、「広告」、「広報」、「人事・人材開発」

とフィットすると出ましたね。これらはあなたのポータブルス

キルと近接する職務・職位です。どのような印象です

か？

会話②－14＞営業部長なので、「マーケティング」や「営業」

は納得ですが、「広告」、「広報」、「人事・人材開発」は意

外でした。どうして適職として出てきたのでしょうか？

会話②－15＞では、「広告」のタブを見てみましょう。あな

たのポータブルスキルがピンクの線、「広告」に必要なポータ

ブルスキルが青の線で、レーダーチャートによる比較が表示さ

れています。

会話②－16＞確かに形が似ていますね。「広告」では特に

「部下マネジメント」の数値が高いのが活かせるみたいです。
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会話②－17＞この中で、興味のある職種

はありますか？

会話②－18＞あまりよく知らないのですが、「広報」には興味

があります。

会話②－19＞では、「広報」の職種説明を

見てみましょう。

会話②－20＞なるほど、こんな仕事をする職

種なのですね。

会話②－21＞「職業能力チェックツール」では、「広報」で

一般的に行われる業務の内容もチェックできます。できる、

できないをチェックするためのツールですが、どのような業務を

行うのかという参考にもなります。また、「診断結果から職

業を検索」からは、「広報」に関連する職業をjob tagで

見ることもできます。

会話②－22＞興味のある職種の具体的な仕事の内容を

知ることができ、また、様々な職業があることも分かりました。

選択肢が広がりそうです。


